
 

―東北工業大学の学生が受給できる奨学金や経済支援制度－ 
 

 

 

奨学金制度 
学部生対象奨学金                        
 

◆東北工業大学奨学生（給付／2・3・4年生対象） 
  

○学業奨励奨学金 
 

  ・学業最優秀奨学生（各学科 1名） 

    前年度の成績が最も優秀であった学生に賞状を授け、当該年度の授業料相当額を支給。 
 

  ・学業優秀奨学生（各学科最低 2名） 

    前年度の成績が特に優秀であった学生に賞状を授け当該年度の授業料の1/2相当額を支給。 
 

  ・学業一般奨学生（在学生数により変動：R1年度は 160名） 

    前年度の成績が優秀な学生に対し賞状を授け年額 120,000円を支給。 
 

 ○課外活動奨励奨学金 
 

  ・課外活動優秀奨学生・・授業料 1/3相当額（在学生数により変動：R1年度は 3名） 

    課外活動において特に優秀な成績を収めた学生に賞状を授け当該年度の授業料の 1/3 相当

額を支給。 
 

  ・課外活動一般奨学生・・年額 120,000円（在学生数により変動：R1年度は 18名） 

    課外活動において優秀な成績を収めた学生に賞状を授け年額 120,000円を支給。 

 

◆東北工業大学就学支援給付奨学金（給付／3・4年生対象／15名程度） 
 

修学の意思を持っているにもかかわらず家庭の経済的事情により修学が困難な状況にあると

認められた学生に授業料の 1/3相当額を支給。 

 

◆郵政福祉教育振興基金奨学生（給付／3・4年生対象／２名） 
  

   財団法人郵政互助会（現郵政福祉）から寄付を受けた教育振興資金の運用果実を原資とする奨

学金。毎年 8学科中 2学科を指定し前年度の成績優秀者に授業料の 1/2相当額を支給。 
 

＜同窓会・後援会の奨学金制度＞ 
  

◆東北工業大学同窓会奨学金（貸与／4年生対象／4名）            
  

4年生前期までの学費が納入済で、卒業に要する修得単位数の取得が見込まれ、かつ就職先が内

定している学生に対し 4年後期の学費相当額を無利子で貸与。 

 

◆東北工業大学後援会奨学金（貸与／4年生対象／８名） 
 

4年生前期までの学費が納入済で、卒業に要する修得単位数の取得が見込まれ、かつ就職先が内

定している学生に対し 4年後期の学費相当額を無利子で貸与。 

 

 

     



＜学外奨学金＞ 
 

◆日本学生支援機構奨学金（貸与／全学生対象） 
 

  日本学生支援機構法に基づき選考が行われている奨学金で、最も採用者数が多い安定した制度。 

種  別 貸与月額 

第一種奨学金 

（無利子） 
通学別 

自宅通学 ２万・３万・４万・５.４万円から希望月額を選択 

自宅外通学 ２万・３万・４万・５万・６.４万円から希望月額を選択 

第 二 種 奨 学 金 

（有利子：上限年利３%） 

２万・３万・４万・５万・６万・７万・８万・９万・１０

万・１１万・１２万円の中から希望月額を選択 

 

 

◆地方自治体、企業団体による奨学金 
 

  【本学学生に給付実績のある主な奨学金】 
岩井久雄記念宮城奨学育英基金 ジョンソンコントロールズ奨学基金 亀井記念財団奨学生 

毎日希望奨学生 あしなが育英会 (公)交通遺児育英会 

(財)関育英奨学会 (公)若林彊記念奨学育英基金 (公)原工学育英奨学金 

(財)大森昌三記念財団 グローバー財団 福島県教育委員会 

(財)ナガワひまわり財団 (公)杜の邦育英会 ロータリー希望の風奨学金 

(財)クロサワ育成財団 (公)日本教育文化財団  

 

 

大学院生対象奨学金                              
 

◆東北工業大学大学院奨学生（給付／２年生対象／各専攻１名） 
★令和２年度まで★ 

 

  大学院の在学生で広い視野に立った学識と高度な研究能力を追及し他の学生の模範と認められ

る者に賞状を授け、年額 240,000円を支給。 
 

◆東北工業大学大学院予約型奨学生（給付／１・２年生対象／各学年３０名） 
★令和 3 年 4 月入学生より適用★ 

 

  本学の学部在学中に申請し、審査の結果採用候補者となった学生に、大学院進学後の奨学金給付を約

束する予約型の奨学金。大学院在学中、年額 240,000 円を給付。 

 

◆東北工業大学同窓会貸与奨学金（博士（前期）課程 2 年生対象／1 名） 
 

２年生前期までの学費が納入済で、修了に要する修得単位数の取得が見込まれ、かつ就職先が内

定しているが、家計急変により学費の納入が困難な学生に対し、2年後期の学費相当額を無利子

で貸与。 

 

＜学外奨学金＞                               
 

◆日本学生支援機構奨学金（貸与／全大学院学生対象） 
 

種  別 貸与月額 

第一種奨学金 

（無利子） 

博士(前期)課程 ５万・８.８万円から希望月額を選択 

博士(後期)課程 ８万・１２.２万円から希望月額を選択 

第二種奨学金 
(有利子：上限年利３%) 

博士(前期)課程 ５万・８万・１０万・１３万・１５万円の中から

希望月額を選択 博士(後期)課程 



◆地方自治体、企業団体による奨学金 
 

  【本学学生に給付実績のある主な奨学金】 

岩井久雄記念宮城奨学育英基金 ジョンソンコントロールズ奨学基金 亀井記念財団奨学生 

毎日希望奨学生 あしなが育英会 (公)交通遺児育英会 

(公)原工学育英奨学金 新潟県教育委員会 (財)ナガワひまわり財団 

(公)北海道文化財団人づくり一本木基金 (公)杜の邦育英会 (財)クロサワ育成財団 

グローバー財団 (財)大森昌三記念財団  

 

 

留学生対象奨学金                             
 

◆各団体からの留学生対象奨学金 
 

  【本学の外国人留学生の奨学金（令和元年度）】 

奨学金名 給付金額／月額 

国費〔研究留学生・博士（前期）課程（地方加算有）〕 146,000円 

国費〔研究留学生（研究生）（地方加算有）〕 145,000円 

(財)亀井記念財団 60,000円 

 

   【これまでの募集団体】 
亀井記念財団 平和中島財団 三菱商事留学生奨学金 ロータリー米山記念奨学金 

 

 

 

***************************************************************************************** 

 

各種経済支援制度 

学部生対象                           

◆東北工業大学 入学金優遇制度 

  入学予定者の兄弟姉妹が東北工業大学学部課程に在籍、または同時に入学をする場合に、入学手

続き時に納入した学費のうち入学金相当額（250,000円）を入学後に給付する制度。 

 

◆東北工業大学 特待生制度 

  大学入試センター試験利用入試、一般入試（A 日程及び B 日程）、指定校推薦入試（ただし、大

学入試センター試験受験者）において、極めて優秀な成績を修めた学生（20 名程度）に学費全

額免除または半額免除の特典を与える制度。 

◆東北工業大学 教育ローン利子補給制度 

学費を納入するために金融機関等の教育ローンを利用した融資を受け、経済的に修学困難な状況

であると認められる場合に、その年度の学費にかかる利息相当額を給付する制度（全学生対象／

10名程度）。 

 



◆東北工業大学 大規模災害被災者特別支援制度 

大規模災害発生時に学費を負担すべき親が被災し、経済的理由により就学が困難になった者に対

して学費の減免または奨学金を給付する制度。 

 

◆高等教育の修学支援新制度（令和 2年 4 月から実施） 

文部科学省が執行する大学・短期大学・高等専門学校・専門学校を支援対象とする新制度で、意

欲ある子供たちの進学を支援するため、授業料・入学金の免除または減額と、返還を要しない給

付型奨学金が大幅に拡充される。 

支援対象となるのは住民税非課税世帯およびそれに準ずる世帯の学生で、財源は消費税率引き上

げによる財源を活用する。 

 

 

◆東北工業大学私費外国人留学生授業料減免制度 
 

本学に在籍する私費外国人留学生で経済的理由により就学が困難なものに対して授業料の４０％ 

相当額を減免する制度。 

 

◆スチューデントジョブ制度（ＳＪ制度） 

  授業の合間などに学内で行うアルバイトを学生に提供し、経済支援をするとともに職業意識と職業

観を育むことを目的とする制度。 

 

◆スチューデントアシスタント制度（ＳA 制度） 

本学の優秀な学部学生に対し教育的配慮の下に教育補助業務を行わせ、自己の成長と学部教育のき

め細かい指導の実現を図る制度。 



大学院生対象                                                        
 

◆東北工業大学大学院 学費優遇制度 
 

 本学学部卒業生は入学金と設備負担金を免除する制度。 
 

◆東北工業大学大学院春季推薦入学 特待生制度 
 

本学大学院入試の内、春季推薦入学による入学希望者で学部 4年進級時の成績が極めて優秀な学生

（各専攻１名）の授業料の半額を 1年間免除する制度。 

 

◆ティーチングアシスタント制度（TA） 
 

  指導教員の下、学部学生の実験・実習の教育補助を行う場合、年額最大 264,000円 

（単価：1時間 1,100円）を支給。 

 

◆リサーチアシスタント制度（RA） 
 

  指導教員の研究補助を行う場合、年額最大 264,000円（単価：1時間 1,100円）を支給。 

 

 

 

 

 


